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食卓自給率の試算 
―北海道の食卓から自給率を考える― 

 
 

吉　本　　　諭・近　藤　　　巧・坂　下　明　彦 
 

Trial Calculation of Dining Table Self-Sufficiency Ratio 
－Consideration of Self-Sufficiency Ratio From Hokkaido

,
s Dining Table－ 

 

Satoshi YOSHIMOTO，Takumi KONDO and Akihiko SAKASHITA 
 

Summary 
 
　　In this paper, using the dining table in Hokkaido as a case example, we calculated the dining table self-
sufficiency ratio as an indicator that recognizes the degree of local production for local consumption. As a re-
sult, the Hokkaido

,
s dining table self-sufficiency ratio was calculated to be 53.4%. 

　　As compared to the Hokkaido
,
s food self-sufficiency ratio which indicates the self-sufficiency rate at the 

production stage, the Hokkaido
,
s dining table self-sufficiency ratio indicating the self-sufficiency rate at the 

consumption stage is low. The reason is that the finally consumed food is not only food produced in Hokkai-
do, but also includes food produced in other prefectures and foreign countries.

１．はじめに 
 

　食料自給率とは，国内・地域内の食料消費を，

国内・地域内の食料生産でどの程度賄えているか

を示す指標のことである．農林水産省の食料自給

率によると，2012年度の北海道の食料自給率は，

カロリーベース200％（全国39％），生産額ベー

ス200％（全国67％）と高い．そのため，北海道

はわが国の食料供給基地といわれている．食料自

給率は，地域の食料消費に対してそれ以上に地域

の食料生産があれば100％を超える．つまり，生

産段階の自給率であり，食料供給力を示す指標で

ある． 

　しかし，消費者が食べている食卓の食事をはじ

めとする実際の食事をみると，北海道で生産され

た食料に加え，道外（都府県）から移入した食料

や，海外から輸入した食料も使用されている．食

料に関する自給率は，生産段階だけではなく，消

費段階でもみる必要があるのではないだろうか．

　わが国では，これまで生産段階の自給率である

食料自給率に視点を置いた研究は多い（たとえば，

生源寺2008，茅野2005，山口他2010，平澤他

2004）．しかし，消費段階の自給率に視点を置い

た研究は，藤本（2005）の地域産業連関分析を活

用したマクロレベルでの研究はあるものの，地域

の食事に着目したミクロレベルでの研究は寡聞に

して見受けられない． 

　わが国及び都道府県では，人口減少社会を迎え，

今後一層，食料消費額は減少していくと予想され

ている（註１）．その際，地域の食産業を維持す

るためには，輸出・移出を増やすことに加え，地

域で生産された食料を地域で消費する地産地消の

取り組みが重要となる．その際，消費段階の自給

率であり，地産地消の程度を示す新しい指標が必

要であると考えられる（註２）． 

　本稿では，北海道における食卓の食事を事例と

して，消費段階の自給率であり，地産地消の程度

を示す指標として「食卓自給率」を提示し試算す

る． 

２．食料自給率の計算方法 
 

　生産段階の自給率である農林水産省の食料自給 
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率の計算方法を確認する．食料自給率には，主と

して，重量ベースで計算する品目別自給率と，食

料全体について単位を揃え計算する総合食料自給

率の２種類がある．本節では，食料全体の自給率

を示す総合食料自給率（以下，「食料自給率」と

する）について説明する．なお，食料自給率の計

算に含まれる品目は，米，小麦，大豆，野菜，果

実，畜産物，魚介類，砂糖類，油脂類，その他で

ある（註３）． 

　１）国内の食料自給率の計算方法 

　食料自給率は，供給熱量（カロリー）ベース，

生産額ベースの２とおりの方法で計算されている．

なお，畜産物については，国産であっても輸入し

た飼料を使用して生産された分は，国産に算入さ

れていない． 

　カロリーベースの食料自給率は，「日本食品標

準成分表」に基づき，重量を供給熱量に換算した

上で，各品目を足しあげて計算されている．これ

は，１人・１日当たり国産供給熱量を，１人・１

日当たり供給熱量で除したものに相当する． 

 

 

 

 

　生産額ベースの食料自給率は，「農業物価統計」

の農家庭先価格等に基づき，重量を金額に換算し

た上で，各品目を足し上げて計算されている．こ

れは，食料の国内生産額を，食料の国内消費仕向

額で除したものに相当する． 

 

 

 

 

　２）都道府県別の食料自給率の計算方法 

　都道府県別の食料自給率については，国全体の

食料自給率の基となるデータや都道府県ごとの統

計データ等を基にして計算されている． 

　カロリーベースの都道府県別食料自給率は，分

母となる１人・１日当たり供給熱量は，全国の１

人・１日当たり供給熱量と同じとし，分子となる

１人・１日当たりの各都道府県産熱量は，品目ご

とに全国の国産供給熱量を当該県の生産量等に応

じて按分して，全品目を合計し，これを当該県の

人口と１年間の日数で割って計算されている． 

 

 

 

 

　生産額ベースの都道府県別食料自給率は，分母

となる食料消費仕向額は，全国の食料消費仕向額

を当該県の人口に応じて按分し計算されている．

分子となる各都道府県の食料生産額は，品目ごと

に全国の国内生産額を当該県の産出額等に応じて

按分し，これらを合計して計算されている． 

 

 

  

 

３．生産段階でみる「食料自給率」と消費段階で

　みる「食卓自給率」
 

 

　前節で説明した食料自給率について，生産額ベ

ースの都道府県別食料自給率を取り上げ考えてみ

る．生産額ベースの都道府県別食料自給率の計算

式について，分母は，全国の食料消費仕向額を各

都道府県の人口割合で按分し，当該都道府県に必

要な食料消費仕向額を示しており，分子は，各都

道府県の食料生産額となっている．そのため，都

道府県別食料自給率の高低は，都道府県の人口１

人当たり食料生産額に比例する．よって，食料自

給率は，生産段階の自給率であり，食料供給力を

示す指標といえる． 

　しかし，消費者が食べている食卓の食事をはじ

めとする実際の食事をみると，地域で生産された

食料に加え，道外（都府県）から移入した食料や，

海外から輸入した食料も使用されている．実際の

食事から自給率を考えた場合，食事の食料消費額

に占める地域で生産されている食料の消費額割合，

つまり，食卓自給率の視点が必要であると考えら

れる．食卓自給率は，消費段階の自給率であり，

食料の地産地消を示す指標である． 

　次節以降，北海道における食卓の食事を事例と

して，食卓自給率を試算する． 
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カロリーベースの食料自給率（2014年度値） 

＝――――――――――――――――――×100＝39％ 
１人・１日当たり国産供給熱量（947kcal） 
１人・１日当たり国産供給熱量（2,415kcal） 

 

カロリーベースの都道府県別食料自給率 

＝―――――――――――――――――――×100
１人・１日当たり各都道府県産熱量（kcal） 
１人・１日当たり供給熱量（全国値・kcal） 

 

生産額ベースの食料自給率（2014年度値） 

＝―――――――――――――――×100＝64％ 
食料の国内生産額（9.8兆円） 

食料の国内消費仕向額（15.3兆円） 
 

生産額ベースの都道府県別食料自給率 

＝――――――――――――――――――――×100
各都道府県の食料生産額（円） 

全国の食料消費仕向額（全国値・円）×各都道府県の人口割合 
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第２表　北海道の食卓自給率の試算詳細 単位：円，％

道内
自給額

道外
移入額 輸入額

道外
移入率 輸入率

D=A+B+C A B C A÷D (B+C)÷D B÷D C÷D
1 野菜 893 652 200 41 73.0% 27.0% 22.4% 4.6%

2 冷凍魚介類 450 146 49 255 32.4% 67.6% 10.9% 56.7%

3 精米 352 312 35 5 88.6% 11.4% 10.1% 1.3%

4 その他の果実 154 22 90 42 14.6% 85.4% 58.4% 27.0%

5 乳製品 147 36 92 19 24.5% 75.5% 62.6% 12.9%

6 豚肉（枝肉） 139 68 2 69 48.9% 51.1% 1.8% 49.3%

7 めん類 137 103 28 6 75.1% 24.9% 20.6% 4.3%

8 飲用牛乳 101 96 5 0 95.4% 4.6% 4.6% 0.0%

9 肉加工品 95 43 31 21 45.1% 54.9% 33.1% 21.8%

10 鶏肉 94 19 51 24 19.7% 80.3% 54.5% 25.8%

11 調味料 93 18 72 3 19.0% 81.0% 77.8% 3.2%

12 かんきつ 86 0 68 18 0.0% 100.0% 79.3% 20.7%

13 その他の水産食品 85 28 33 24 33.4% 66.6% 38.2% 28.4%

14 特用林産物（含狩猟業） 72 56 6 11 76.9% 23.1% 8.0% 15.1%

15 パン類 69 60 9 0 86.2% 13.8% 13.6% 0.2%

16 その他の食料品･たばこ 58 3 42 13 5.8% 94.2% 72.3% 21.9%

17 牛肉（枝肉） 55 6 26 24 10.2% 89.8% 46.7% 43.1%

18 農産びん・かん詰 51 13 16 21 25.0% 75.0% 32.6% 42.4%

19 鶏卵 45 43 2 0 95.5% 4.5% 4.0% 0.5%

20 りんご 35 5 30 0 15.1% 84.9% 84.9% 0.0%

21 植物油脂 28 0 21 6 1.1% 98.9% 76.5% 22.4%

22 その他の豆類 16 10 1 4 63.8% 36.2% 7.8% 28.4%

23 水産びん・かん詰 10 5 3 1 57.0% 43.0% 32.0% 11.0%

24 清酒 9 2 7 0 18.2% 81.8% 81.7% 0.1%

25 でん粉・ぶどう糖
・水あめ・異性化糖 8 1 5 1 18.6% 81.4% 67.2% 14.2%

26 ばれいしょ 7 7 0 0 99.7% 0.3% 0.3% 0.0%

27 清涼飲料 6 3 2 0 56.7% 43.3% 41.7% 1.5%

28 精製糖 4 3 2 0 59.1% 40.9% 40.8% 0.1%

29 小麦粉 3 3 0 0 88.7% 11.3% 11.3% 0.0%

30 ねり製品 2 2 1 0 69.9% 30.1% 30.1% 0.0%

31 その他の酒類 2 1 1 0 44.2% 55.8% 37.5% 18.3%

32 塩 2 0 1 0 11.1% 88.9% 86.6% 2.4%
合計 3,307 1,765 934 609 53.4% 46.6% 28.2% 18.4%

註：１）北海道保健福祉部「どさんこ食事バランスガイド―北海道版食事バランスガイド―（pp.11-12）」，総務省
　　　「2005年全国産業連関表」，北海道経済産業局「2005年北海道地域産業連関表」等をもとに試算した．
　　２）試算の基礎データである食材費は，札幌市内スーパーにおける2013年３月時点の国産や北海道産の値段を
　　　基本としている．
　　３）第１表の献立を料理する際に必要な食材は多種に及ぶ．第２表は，多くの食材データをもとに北海道の食
　　　卓自給率を試算するために加工し，北海道経済産業局「2005年北海道地域産業連関表（行部門404×列部門
　　　350）」の産業部門に振り分け，集計した結果（食材が該当した32部門）を示している．

食材費合計に基づく
食材品目（産業部門）

順位

食材費
合計

道内
自給率

移輸入率
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第３表　食卓自給率の試算に使用した食材品目別の道内自給率順位 

道外移入率 輸入率

1 ばれいしょ 99.7% 0.3% 0.3% 0.0%
2 鶏卵 95.5% 4.5% 4.0% 0.5%
3 飲用牛乳 95.4% 4.6% 4.6% 0.0%
4 小麦粉 88.7% 11.3% 11.3% 0.0%
5 精米 88.6% 11.4% 10.1% 1.3%
6 パン類 86.2% 13.8% 13.6% 0.2%
7 特用林産物（含狩猟業） 76.9% 23.1% 8.0% 15.1%
8 めん類 75.1% 24.9% 20.6% 4.3%
9 野菜 73.0% 27.0% 22.4% 4.6%

10 ねり製品 69.9% 30.1% 30.1% 0.0%
11 その他の豆類 63.8% 36.2% 7.8% 28.4%
12 精製糖 59.1% 40.9% 40.8% 0.1%
13 水産びん・かん詰 57.0% 43.0% 32.0% 11.0%
14 清涼飲料 56.7% 43.3% 41.7% 1.5%
15 豚肉（枝肉） 48.9% 51.1% 1.8% 49.3%
16 肉加工品 45.1% 54.9% 33.1% 21.8%
17 その他の酒類 44.2% 55.8% 37.5% 18.3%
18 その他の水産食品 33.4% 66.6% 38.2% 28.4%
19 冷凍魚介類 32.4% 67.6% 10.9% 56.7%
20 農産びん・かん詰 25.0% 75.0% 32.6% 42.4%
21 乳製品 24.5% 75.5% 62.6% 12.9%
22 鶏肉 19.7% 80.3% 54.5% 25.8%
23 調味料 19.0% 81.0% 77.8% 3.2%

24 でん粉・ぶどう糖・水あめ・異性化糖 18.6% 81.4% 67.2% 14.2%

25 清酒 18.2% 81.8% 81.7% 0.1%
26 りんご 15.1% 84.9% 84.9% 0.0%
27 その他の果実 14.6% 85.4% 58.4% 27.0%
28 塩 11.1% 88.9% 86.6% 2.4%
29 牛肉（枝肉） 10.2% 89.8% 46.7% 43.1%
30 その他の食料品･たばこ 5.8% 94.2% 72.3% 21.9%
31 植物油脂 1.1% 98.9% 76.5% 22.4%
32 かんきつ 0.0% 100.0% 79.3% 20.7%

道内自給率 移輸入率食材品目（産業部門）
順位

註：１）北海道経済産業局「2005年北海道地域産業連関表（行部門404×列部 
　　　門350）」に基づく．
　　２）第２表に表示されている32部門（産業連関表の産業部門）の道内自給 
　　　率順位を示している．

第１図　北海道の食卓自給率の試算手順 

手順１　北海道における１週間の献立を設定する 

手順２　１週間の献立を料理する際に必要な食材費を設定する 

手順３　食材費を購入者価格から生産者価格に転換する 

手順４　食材ごとの北海道自給額を求める 

手順５　北海道の食卓自給率（生産者価格ベース）を試算する 
註：１）北海道保健福祉部「どさんこ食事バランスガイド―北海道版食事 
　　　バランスガイド―（pp.11-12）」，総務省「2005年全国産業連関表」， 
　　　北海道経済産業局「2005年北海道地域産業連関表」等をもとに試算 
　　　した． 
　　２）試算の詳細は第２表を参照． 
 

第２図　北海道の食卓自給率の試算結果 

道内自給率 
53.4%
(1,765円)

道外移入率
28.2%

(934円)

輸入率
18.4%

(609円） 

北海道の食卓 
食材費 

(1人・1週間21食分)
3,307円
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４．北海道の食卓自給率の試算手順 
 

　北海道の食卓自給率は，基本的に家庭で料理し

食事をすることを想定して，第１図に示した手順

により金額ベース試算する． 

　１）北海道における献立設定（手順１） 

　北海道における献立については，第１表に示す

とおり，北海道保健福祉部「どさんこ食事バラン

スガイド―北海道版食事バランスガイド―」に掲

載されている北海道の料理を取り入れた１週間の

献立例（１人・１日３食×７日間＝21食）に基づ

き設定する（註４）．  

　２）献立を料理する際に必要な食材費の設定 

　　　（手順２） 

　１週間（１人・１日３食×７日間＝21食）の献

立例にある１食ごとのエネルギー量を基準として，

各献立を料理する際に必要な食材（重量，食材費

など）を設定する（註５）．食材費は，札幌市内

スーパー（３店舗）における2013年３月時点の国

産や北海道産の値段を基本としている．なお，生

鮮野菜については，野菜の旬の出まわり時期の値

段を考慮し設定している． 

　３）食材費の購入者価格から生産者価格への転

　　　換（手順３） 

　手順２の食材費は消費者の購入者価格である．

購入者価格は，生産者価格（生産者が販売する価

格）と流通マージン（商業経費及び貨物運賃）を

加えた価格である．食卓の食事を，北海道産の食

材でどの程度賄っているのかを示す食卓自給率の

試算では，流通マージンを除いた生産者価格の食

材費を求める必要がある．そこで，総務省「2005

年全国産業連関表（基本分類520×407部門，投入

表）」に基づく食材ごとの転換比率（＝生産者価

格÷購入者価格）を食材費ごとに乗じ，食材ごと

の生産者価格を求める（註６）． 

　４）食材ごとの北海道自給額の計算（手順４） 

　手順３で求めた食材ごとの生産者価格に，北海

道経済産業局「2005年北海道地域産業連関表（行

部門404×列部門350，競争輸移入型産業連関表，

生産者価格評価表）」に基づく道内自給率を乗じ，

食材ごとの北海道自給額を計算する（註７）．同

様に，移入率を乗じて道外からの移入額を，輸入

率を乗じて海外からの輸入額を求める． 

　５）北海道の食卓自給率（生産者価格ベース）

　　　の試算（手順５） 

　１週間（１人・１日３食×７日間＝21食）の献

立を料理する際に必要な食材費合計に占める北海

道自給額合計の割合を計算し，北海道の食卓自給

率（道内自給率）を試算する． 

５．北海道の食卓自給率の試算結果 
 

　第１表の献立を料理する際に必要な食材費（１

人・１週間21食分）は，合計3,307円である．食

材費に基づく北海道自給額は1,765円であり，そ

の結果，北海道の食卓自給率（道内自給率）は

53.4％と試算された（第２図）．なお，道外から

の移入率は28.2％（移入額934円），海外からの輸

入率は18.4％（輸入額609円）となっている． 

　第２表には，第１表の献立を料理する際に必要

な品目別食材費を示している．野菜が893円と最

も多く，次いで冷凍魚介類450円，精米352円と続

いている．地域別（道内自給額，道外移入額，輸

入額）の上位３品目については次のとおりである．

道内自給額は，野菜652円，精米312円，冷凍魚介

類146円の順に多い．道外からの移入額は，野菜

200円，乳製品92円，その他の果実90円の順に多い．

海外からの輸入額は，冷凍魚介類255円，豚肉（枝

肉）69円，その他の果実42円の順に多い． 

　第３表には，食卓自給率の試算に使用した食材

品目別の道内自給率順位を示している．道内自給

率の上位品目は，ばれいしょ99.7％，鶏卵95.5％，

飲用牛乳95.4％，小麦粉88.7％，精米88.6％など

となっており，北海道で生産されている主要農産

品が上位を占めている． 

６．ま と め 
 

　本稿では，北海道における食卓の食事を事例と

して，消費段階の自給率であり，地産地消の程度

を示す指標である食卓自給率を提示し試算した．

その結果，北海道の食卓自給率（生産者価格ベー

ス）は53.4％と試算された．生産段階の自給率を

示す北海道の食料自給率200％（2012年度，生産

額ベース）と比較して，消費段階の自給率を示す

北海道の食卓自給率は53.4％と低い．その理由は，

最終消費される食料が，北海道で生産された食料

に加え，道外（都府県）から移入した食料や海外 
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からの輸入した食料により賄われているためであ

る． 

　わが国及び都道府県では，人口減少社会を迎え，

今後一層，食料消費額は減少していくことが予想

されている．その際，地域の食産業を維持するた

めには，輸出・移出を増やすことに加え，地域で

生産された食料を地域で消費する地産地消の取り

組みが重要となる．食の文化や伝統に基づき地域

で食されてきたものほど他地域でも受け入れられ

るといわれる．地域で生産された食料の食卓自給

率を高めること，つまり食料の地産地消の推進は，

輸出・移出の礎としても重要なことである．北海

道では道内で生産されたお米を道内で消費する「米

チェン」などの地産地消の取り組みが展開されて

いる（註８）．今後とも生産段階の自給率である

食料自給率の高さに示される食料供給力を活かし

た地産地消の推進が期待される． 

　最後に，残された課題について述べる．本稿で

は第１表に示した北海道の料理を取り入れた献立

例から食卓自給率を試算しているため，道内自給

率が高めに試算されていることが考えられる．ま

た，食卓自給率の試算に用いた食材価格は2013年

の国産や北海道産の値段を基本とし，移入率や輸

入率は「2005年北海道地域産業連関表」に基づい

ているため価格評価年の相違がある．さらに，消

費者は家庭で料理をして食事をするだけでなく，

中食や外食などで食事をしていることもある．こ

れらの点を改善する上で，実際の消費者の食事を

調査し，食卓自給率を試算することも一つの方法

であろう．今後の課題としたい． 

 

註 
（註１） 農林水産省（2010）によると，人口減少の下，

食料支出額は2005年の73.6兆円から2025年には72.2

兆円へ1.9％減少すると試算されている． 

（註２） 農林水産省からは料理の自給率を計算でき

る「クッキング自給率」が提示されているが，都道

府県別など地域の自給率指標の提示までは至ってい

ない． 

（註３） 農林水産省「食料自給率」の関連資料に基

づく． 

（註４） 北海道保健福祉部「どさんこ食事バランス

ガイド―北海道版食事バランスガイド―（pp.11-12）」，

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ hf/kth/kak/tkh/ fra-

mepage/dbaransugaido.htm，2014年１月６日参照． 

（註５） 食事ごとのエネルギー量を基準として，各

献立を料理する際に必要な食材（重量，食材費など）

を管理栄養士に計算していただいた． 

（註６） 総務省「2005年全国産業連関表」，http:// 
www.stat.go.jp/data/io/，2014年１月６日参照． 

（註７） 北海道経済産業局「2005年北海道地域産業

連関表」，http://www.hkd.meti.go.jp/hoksr/h17renkan/， 
2014年１月６日参照．2005年北海道地域産業連関表

（行部門404×列部門350，競争輸移入型産業連関表，

生産者価格評価表）に基づき，道外からの移入率，

海外からの輸入率，道内自給率を求めた． 

  

 

 

　地域内需要合計＝地域内中間需要計＋地域内最終需

要計である．使用した北海道地域産業連関表は，競

争輸移入型産業連関表であるため，中間需要と最終

需要における移入額と輸入額が分離されていない．

資料の制約上，自給率，移入率，輸入率は，各産業

部門（食材の該当する産業部門）の最終需要段階だ

けではなく，中間需要段階の移入額や輸入額も含め

て計算していることに留意する必要がある． 

（註８） 北海道では2005年に道内食率向上に取り組

む「北海道米食率向上戦略会議」が設置され，道内

における北海道米の食率を高める「米チェン」を推

進してきた．その結果，道内における北海道米の食

率は，過去最低であった1996米穀年度の37％から，

2013米穀年度には91％まで向上している． 

 

付記 
　本稿は，北海道農業ジャーナリストの会・研究会

（2014年６月20日開催，於毎日札幌会館）において報

告した吉本（2014）について加筆・修正したものであ

る．本稿の作成段階では，山際睦子氏（管理栄養士・

北海道食育コーディネーター）にご協力いただいた．

ここに記して謝意を表す． 
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